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今月のみどころ

・平成 26年度当初予算
・町の歌制作「メッセージ募集」

【くらしのカレンダー】
・�町有住宅家賃および駐車場使
用料の改定について

思い出いっぱいありがとう
（３月22日　鰍沢中部小学校閉校式）



　
平
成
26
年
度
の
本
町
の
予
算
は
骨
格
予
算
を
編
成
し
、
一
般
会
計
総
額

68
億
3
，1
0
3
万
5
千
円
、
対
前
年
比
で
7
・
4
％
の
減
。
13
特
別
会
計
・

1
企
業
会
計
総
額
55
億
2
，5
1
4
万
2
千
円
、
合
わ
せ
て
1
2
3
億
5
，

6
1
7
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
、「
第
1
次
富
士
川
町

総
合
計
画
」
に
定
め
た
6
つ
の
基
本
目
標
を
中
心
に
、
東
部
地
域
開
発
事
業
を

は
じ
め
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
防
災
・
防
犯
体
制
の
整
備
拡
充
な
ど
の
諸
施

策
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
着
実
な

実
行
に
努
め
、
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
を
図
っ
た
予

算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
26
年
度
の
町
の
予
算
の
詳
細
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

会　　計　　名 予　算　額 前年度比
一　般　会　計 68億 3,103 万 5千円 ▲ 7.4％
特　別　会　計 51億 1,017 万 7千円 ▲ 0.5％
国民健康保険 17億 7,944 万 6千円 1.2％
後期高齢者医療 3億 5,355 万 3千円 2.0％
介護保険 17億 6,416 万円 1.5％
介護サービス事業 1億 377 万 8千円 2.6％
奨学金 72万円 0.0％
簡易水道事業 1億 4,736 万 2千円 ▲ 0.1％
下水道事業 9億 4,135 万 7千円 12.1％
営農飲雑用水事業 353 万 6千円 ▲ 10.4％
箱原農業集落排水事業 1,306 万 4千円 ▲ 5.4％
鹿島財産区 5万円 0.0％
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 51 万 4千円 5.5％
峡南地区ことばの教室共同設置 173 万 3千円 1.2％
峡南地区充指導主事共同設置 90万 4千円 1.6％
公営企業会計 4億 1,496 万 5千円 23.8％
水道事業 4億 1,496 万 5千円 23.8％

68億3,103万5千円68億3,103万5千円
平成26年度当初予算は骨格予算

一般会計は、68億3,103万5千円  対前年比7.4％減

　町の予算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を家計簿の形にしてみました。金額
の単位は、「千万単位」を「万円」に置き換えてあります。早速見てみましょう。

　一家の収入は、主に給料で、それ
にパート収入や雑収入を加えた合計
は507万円です。しかし、それだ
けでは賄えず、貯金の取崩しや金融
機関からの借入で賄っています。楽
な家計ではありませんが、その中で
も、子どもの教育費や医療費、家
の修繕費を確保しています。また、
ローン残高を減らす努力をしていま
す。
　現在の経済状況から、諸手当が
減っていくことが考えられるため、
給料全体が増加することは見込めま
せん。そのため、支出を工夫して、
経費を節約しながら、最少の経費で
最大の効果があげられるように事業
を計画しています。

富士川さんちの家計簿富士川さんちの家計簿

【収　入】
給料� 482 万円
　⎧基本給（町税）� 143 万円
　⎨諸手当（交付税など）
　⎩� 339 万円
パート収入（負担金、使用料
など）� 19 万円
雑収入� 6 万円
金融機関からの借入（町債）
� 55 万円
貯金の取崩し（繰入金）
� 115 万円
前年度の残金（繰越金）
� 6 万円
合　計� 683 万円

【支　出】
食費（人件費）� 130 万円
医療費（扶助費）� 80 万円
公共料金、生活用品など（物
件費）� 129 万円
保険料、交際費など（補助費
など）� 86 万円
ローンの返済（公債費）
� 92 万円
家の改築、修繕など（普通建
設事業費など）� 50 万円
子どもへの仕送りなど（繰
出金、貸付金）� 116 万円

合　計� 683 万円
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〈歳入予算の用語説明〉
町　　　税…�町民税・固定資産税など皆さんが町に納

める税金
地方交付税…�所得税など国が徴収した税金の中から、

町の財政状況に応じて交付されるお金
国・県支出金…�事業など特定の目的の財源として、国や

県から支出されるお金
町　　　債…�町が事業を行うときに国や金融機関な

どから借り入れるお金
繰　入　金…�一般会計、特別会計、基金の会計間にお

けるお金の移動を表す言葉

歳　　　　　　　　入
町 税 14億 2,642 万 4千円
地 方 交 付 税 22億円
国 ・ 県 支 出 金 9億 6,354 万 7千円
使 用 料 及 び 手 数 料 1億 424 万 6千円
分 担 金 及 び 負 担 金 9,026 万円
町 債 5億 5,020 万円
繰 入 金 11億 5,000 万 4千円
そ の 他 3億 4,635 万 4千円

歳　　　　　　　　出
議 会 費 8,633 万 2千円
総 務 費 9億 5,703 万 7千円
総 務 管 理 費 5億 1,032 万 7千円
徴 税 費 1億 1,042 万 2千円
戸籍住民基本台帳費 2,736 万 4千円
選 挙 費 3610 万 2千円
企 画 費 1億 9,802 万 5千円
統 計 調 査 費 322 万 4千円
監 査 委 員 費 35万 3千円
文 化 ホ ー ル 費 7,122 万円
民 生 費 21億 1,948 万 2千円
社 会 福 祉 費 13億 3,512 万 4千円
児 童 福 祉 費 7億 8,435 万 8千円
衛 生 費 6億 1,789 万円 9千円
保 健 衛 生 費 3億 5,021 万 3千円
清 掃 費 2億 6,768 万 6千円
労 働 費 800 万円
農林水産業費 1億 9,393 万 3千円
農 業 費 1億 4,554 万 2千円
林 業 費 1,236 万 4千円
地 籍 調 査 費 3,602 万 7千円
商 工 費 1億 3,007 万円
土 木 費 9億 4,996 万 9千円
土 木 管 理 費 3,345 万 5千円
道 路 橋 梁 費 2億 6,158 万 5千円
河 川 費 737 万 9千円
都 市 計 画 費 4億 4,670 万 9千円
住 宅 費 3,374 万 6千円
東 部 開 発 費 1億 6,709 万 5千円
消 防 費 2億 9,345 万 9千円
教 育 費 5億 3,235 万 6千円
教 育 総 務 費 9,470 万 4千円
小 学 校 費 1億 4,133 万円
中 学 校 費 9,017 万 4千円
社 会 教 育 費 4,516 万 9千円
保 健 体 育 費 8,604 万 6千円
学 校 給 食 費 5,856 万 8千円
町 民 会 館 費 1,636 万 5千円
災 害 復 旧 費 335 万円
公 債 費 9億 2,335 万 4千円
諸 支 出 金 879 万 4千円
公 営 企 業 費 848 万 6千円
基 金 費 30万 8千円
予 備 費 700 万円
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■　総務費・消防費　■
峡南広域行政組合に関する費用� 3 億 4,534 万 6千円

議会・総務費� 1,468 万 6千円
計算センター� 3,543 万 9千円
広域ネット� 679 万 8千円
電算システム� 2,883 万 2千円
老人ホーム（民生費）� 774 万 6千円
障害程度区分認定（民生費）� 124 万 7千円
消防費� 2 億 5,059 万 8千円

5周年記念式典費� 352 千円
コンビニ交付システム負担金� 377 万 1千円
デマンドバス・代替バスなど生活推進費� 8,169 万 9千円
地域活性化プロジェクトなどの報償� 63 万 5千円
文化ホール運営費� 2,998 万 8千円
消防団運営費など非常備消防費� 2,248 万 4千円
防災行政無線保守業務� 629 万 9千円

■　衛　生　費　■
肺炎球菌ワクチンなど予防接種� 5,184 万円
特定健康診査など健康診査業務� 4,980 万円
妊婦・乳幼児健康診査など� 1,154 万円
リサイクルステーション設置事業� 493 万 6千円
一般廃棄物収集業務委託など� 8,131 万 4千円
中巨摩地区広域事務組合負担金� 1 億 549 万 1千円
三郡衛生組合負担金� 6,612 万 5千円
養育医療費助成� 279 万円

■　農林水産業費・商工費　■
5周年記念トレッキング大会� 100 万円
新規就農総合支援事業� 300 万円
中山間地域総合整備事業� 3,483 万 5千円
農地環境整備事業� 638 万円
活性化施設費� 153 万 4千円
林道北山線舗装工事� 200 万円
登山道整備業務� 503 万円
ふるさと自然塾事業費� 617 万 4千円

■　土　木　費　■
駅前山王 1〜 3号線など道路改良舗装費
� 6,150 万 5千円
青柳長沢線など道整備交付金事業� 1 億 3,896 万 4千円
下水道事業特別会計繰出金� 4 億 1,467 万円
住宅管理費� 3,374 万 6千円
道の駅建設工事� 1 億 1,150 万円
道の駅モニュメント制作業務� 1,850 万円
橋梁長寿命化橋梁修繕設計業務� 3,050 万円
樹木剪定業務� 276 万 6千円

■　民　生　費　■
養護老人ホーム入所措置費� 3,456 万円
中等度難聴児補聴器購入補助� 36 万 6千円
子ども医療費� 5,520 万円
児童手当� 2 億 2,860 万円
保育所総務費� 3 億 2,951 万 4千円
子育て世帯臨時特例給付金� 2,024 万 2千円
児童館管理費� 2,519 万 5千円

■　教　育　費　■
スクールバス運転業務� 704 万 5千円
増穂小学校屋上屋根改修工事� 972 万円
指定文化財修繕負担金� 225 万円
利根川プール改修工事� 1,817 万 1千円
町民会館管理費� 1,636 万 5千円
町内小中学校給食費� 5,856 万 8千円

◀
5
周
年
を
迎
え
る
富
士
川
町

◀
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
下
校
す
る
児
童
・

生
徒

◀
整
備
が
進
む
山
王
地
区

◀
農
道
が
新
設
さ
れ
る
小
室
地
区

一般会計　おもな歳出内容
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協  働

　
富
士
川
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
都
市
計
画
の
視
点
か
ら
、
長
期
的
・
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

定
め
た
も
の
で
、
今
後
、
町
民
・
事
業
者
・
行
政
な
ど
が
協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」、「
ま
ち
づ
く
り
住
民
会
議
」、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
な
ど
を

実
施
し
、
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
反
映
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
3
月
、
様
々
な
段
階
を
経
て
、
富
士
川
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
計
画
に
掲
げ
た
ま
ち
の
将
来
像
「
魅
力
と
交
流
を
育
み
、
心
豊
か
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
を
皆
さ
ま
と

共
有
し
な
が
ら
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

計画書
（本編）

概要版
（パンフレット）

＊�町民参加の経過やまちづくり住民会議の
概要、住民提案の内容などは、町のホー
ムページに掲載しています。

■富士川町都市計画マスタープランの実現に向けて
■まちづくりの基本的な考え方

■重点的なまちづくり施策

　町民・事業者・行政などの協働によるまちづくり

　町民が主体となったまち
づくりを基本とし、事業
者、行政などがそれぞれの
役割と責任を認識し、こう
ありたいと願う富士川町の
将来のまちの姿を共有しな
がら、相互の適切な役割分
担と協働によるまちづくり
を進めていきます。

【基本的な考え方】
●町民・事業者・行政などの協働によるまちづくりを推進します。
●長期的な行財政運営の視点に基づく計画的なまちづくりを推進します。
●恵まれた地域資源や独自性・地域性を活かすまちづくりを推進します。

　今後のまちづくりを進める上で、特に重点的に取り組むべき6つ
の施策をとりあげており、積極的な取り組みを進めていきます。

1．富士川町独自のルールに基づく計画的な土地利用を推進します
2．活力ある中心市街地のまちづくりを推進します
3．�地域連携と交流、暮らしを支える道路・交通まちづくりを推進
します

4．地域の魅力資源を活かす観光・交流のまちづくりを推進します
5．定住・移住を促すまちづくりを推進します
6．ふるさとの美しい景観を守り・活かすまちづくりを推進します

※計画全体の体系については、広報2月号をご覧ください。

　
「
富
士
川
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
計
画
の
概
要
を
ま
と
め
た
冊
子
も
入
手
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
計
画
書
の
閲
覧
・
概
要
版
の
入
手
に
つ
い
て
】

　

●�

計
画
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
建
設
課
窓
口
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

●�

プ
ラ
ン
「
概
要
版
」
の
入
手
を
ご
希
望
の
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
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0
―
0
6
9
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富
士
川
町
鰍
沢
1
5
9
9
番
地
5

　

建
設
課　

都
市
計
画
担
当

　
　
　

☎　

22
―
7
2
0
3

　

F
A
X　

22
―
5
2
9
0

町　民

事業者 行　政

協力と連携 協力と連携

協力と連携

富
士
川
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

閲
覧
・
概
要
版
の
入
手
に
つ
い
て

「
富
士
川
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た

今
後
も
「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
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4
月
6
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い

て
、
富
士
川
町
消
防
団
入
退
団
式
が

行
わ
れ
、
団
長
訓
示
、
町
長
告
示
、

団
員
任
命
な
ど
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
旧
鰍
沢
町
時
代
に
行
わ

れ
て
い
た
、
富
士
川
町
指
定
無
形
文

化
財
で
あ
る
「
消
防
団
梯は

し

子ご

乗
り
」

が
復
活
し
、
見
事
な
演
技
に
会
場
か

ら
歓
声
と
拍
手
が
上
が
り
ま
し
た
。

（
退
団
者
、
入
団
者
お
よ
び
新
役
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。敬
称
略・カ
ッ

コ
内
は
分
団
名
）

◆
退
団
者

《
団　
長
》
秋
山
由
正

《
副
団
長
》
保
坂　
髙

《
分
団
長
》
大
熊
清
裕
（
1
）

野
中
洋
一
（
3
）
杉
田
光
司
（
4
）

河
澄　
弘
（
6
）
保
坂
達
哉
（
8
）

《
副
分
団
長
》
杉
田
成
司
（
1
）
塩

澤
輝
幸
（
3
）

《
部　
長
》
秋
山
博
之
（
1
）
甘
利

正
樹
（
3
）

《
団　
員
》
山
本
和
矢
（
4
）
内
田

祐
助
（
4
）
海
野
克
也
（
7
）
芦
澤

靖
司
（
7
）
伊
藤
裕
一
（
9
）
堀
口　

進
（
9
）
堀
口　
勇
（
9
）

◆
入
団
者

深
沢
和
樹
（
1
）
清
水
洋
平
（
1
）

赤
池
竜
翔
（
1
）
秋
山
好
太
（
2
）

川
手
勇
太
（
2
）
望
月
勇
希
（
3
）

片
田　
葵
（
3
）
内
池
星
也
（
3
）

市
川
雅
一
（
3
）
遠
藤
政
樹
（
4
）

竹
ノ
内
雷
（
4
）
荒
居
祥
太
（
4
）

望
月
健
登
（
4
）
藏
屋
敏
章
（
5
）

手
塚
年
彦
（
5
）
井
上
大
和
（
6
）

井
上
宏
樹
（
6
）
神
山
浩
大
（
7
）

坂
本
貴
大
（
7
）
小
林
洸
太
（
7
）

遠
山
雄
大
（
8
）
依
田
卓
也
（
9
）

望
月
修
嗣
（
9
）

◆
新
役
員

《
分
団
長
》
遠
藤
健
司
（
1
）
井
上

倫
範
（
2
）
清
水　
武
（
3
）
一
之

瀬
英
志
（
4
）
井
上
勝
彦
（
6
）
渡

邊
広
司
（
7
）
石
坂
正
臣
（
8
）
堀

口　
智
（
9
）

《
ラ
ッ
パ
隊
長
》
依
田
哲
哉
（
4
）

《
副
分
団
長
》
堀
口
昭
義
（
1
）
初

鹿
隼
人
（
2
）
志
村
祐
一
（
3
）
井

上
和
樹
（
4
）
齊
藤
誠
士
（
7
）
深

澤
利
彦
（
8
）
深
澤
一
仁
（
9
）

《
部　
長
》
秋
山
和
司
（
1
）
望
月

芳
能
（
1
）
加
賀
美
渓
（
2
）
金
丸

正
樹
（
3
）
依
田
隆
秀
（
4
）
望
月

一
樹
（
6
）
古
澤
栄
一
（
7
）
佐
藤

幸
弘
（
7
）
望
月　
久
（
8
）
望
月

正
史
（
9
）

《
班　
長
》
深
沢
浩
太
（
1
）
横
内

太
加
志
（
1
）
深
沢
隼
人
（
2
）
初

鹿
野
実
（
3
）
大
久
保
篤
志
（
3
）

大
森
甲
子
（
4
）
望
月　
謙
（
6
）

市
川　
良
（
7
）
志
村
和
宏
（
7
）

宮
崎
真
一
（
8
）

《
機
械
係
》
深
澤
正
樹
（
1
）
秋
山

晃
二
（
1
）
芦
澤
洋
平
（
1
）
秋
山

一
将
（
3
）
折
居
恭
平
（
3
）
池
岡

幸
夫
（
3
）
丸
山
雅
之
（
4
）
角
倉

亮
治
（
4
）
仙
洞
田
晋
也
（
6
）
秋

山　
塁
（
7
）

《
ラ
ッ
パ
隊
》
深
澤　
聡
（
1
）
依

田　
諭
（
1
）
秋
山
祐
紀
（
5
）
大

森　
充
（
7
）

　
3
月
28
日
、
山
梨
県
庁
知
事
室
に

お
い
て
、叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

富
士
川
町
か
ら
1
名
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

◆
旭
日
単
光
章

　
𧦴
藤　
政
美　
氏
（
長
澤
）

　
増
穂
町
議
会
議
員
を
三
期
歴
任

し
、
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
米
寿
に
あ
た
り
受

章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
平
成
26
年
度
、
区
長
・
区
長
代
理

が
決
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
代
表
と

し
て
1
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◆
区
長

㓛
刀
喜
弘（
最
勝
寺
）、㓛
刀
千
秋（
天

神
中
條
）、
杉
田
和
孝
（
大
久
保
）、

秋
山　
稔（
𣇃
米
）、
志
村
秀
幸（
小

林
）、
小
池　
茂
（
長
澤
）、
市
川
利

雄（
大
椚
）、
笹
本　
正（
青
柳
町
）、

深
沢　
茂（
平
林
）、
小
池
太
一（
小

室
）、
大
森
昭
雄
（
髙
下
）、
望
月　

眞（
鰍
沢
北
）、雨
宮
俊
夫（
鰍
沢
中
）、

深
澤
悦
夫（
鰍
沢
南
）、石
坂
久
寿（
中

部
）、
時
田
崇
行
（
五
開
）

◆
区
長
代
理

望
月
恭
次
（
最
勝
寺
）、
長
澤
正
人

（
天
神
中
條
）、
望
月　
博
（
大
久

保
）、
深
澤　
孝
（
𣇃
米
）、
深
澤
文

彦
（
小
林
）、
依
田　
實
（
長
澤
）、

井
上　
明（
大
椚
）、
渡
辺　
豊（
青

柳
町
）、
中
込
廣
男
（
平
林
）、
山
上　

豊
（
小
室
）、
瀧
澤　
尋
（
髙
下
）、

佐
野　
昭（
鰍
沢
北
）、遠
藤　
一（
鰍

沢
中
）、
今
村
佳
正
（
鰍
沢
南
）、
戸

田
泰
明（
中
部
）、
望
月
文
雄（
五
開
）

区
長
・
区
長

代
理
紹
介

区
長
・
区
長

代
理
紹
介

消
防
団
入
退
団
式

叙
勲
受
章
者
の
ご
紹
介

▲退団される前団長秋山由正様

　

▶
披
露
さ
れ
た
消
防
団
梯は
し

子ご

乗
り
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4
月
1
日
付
け
で
町
職
員
の
人
事

異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

◎
昇
任
・
配
置
換
え
及
び
採
用

【
会
計
管
理
者
】（
子
育
て
支
援
課
長
）

秋
山
千
秋

【
福
祉
保
健
課
付
け
】
参
事

▼
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
（
総

務
課
長
兼
防
災
課
長
）
鮫
田
和
博

【
総
務
課
】

▼
総
務
課
長
（
峡
南
広
域
行
政
組
合

計
算
セ
ン
タ
ー
所
長
）
増
原
俊
郎
▼

課
長
補
佐
兼
総
務
人
事
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
町
民
生
活
課
）
早
川
竜
一
▼

福
利
給
与
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
町
民
生

活
課
）
西
川
修
司
▼
契
約
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
商
工
観
光
課
）
芦
澤
晶
子

【
総
務
課
付
け
】

◆
派
遣

▼
峡
南
広
域
行
政
組
合
計
算
セ
ン

タ
ー
所
長
（
生
涯
学
習
課
長
）
山
田

直
▼
県
道
路
整
備
課（
上
下
水
道
課
）

金
丸
哲
也
▼
県
市
町
村
課
（
峡
南
広

域
計
算
セ
ン
タ
ー
）
小
林
大
輔

【
政
策
補
佐
】

▼
（
福
祉
保
健
課
）
草
塩
重
幸

【
企
画
課
】

▼
広
聴
広
報
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
総
務

課
）
保
坂
美
智
子
▼
企
画
担
当
（
県

市
町
村
課
派
遣
）
秋
山
博
之
▼
企
画

担
当
（
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
派

遣
）
横
内
太
加
志

【
財
政
課
】

▼
財
政
課
長
（
総
務
課
）
齋
藤
靖
▼

課
長
補
佐
兼
財
政
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
政
策
補
佐
）
深
澤
千
秋
▼
財
政
担

当
（
峡
南
北
部
二
病
院
統
合
事
務
組

合
）
三
好
健

【
税
務
課
】

▼
税
務
課
収
納
室
長
（
町
民
生
活

課
）
山
形
勝
也
▼
資
産
税
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
上
下
水
道
課
）
依
田
文
哉
▼

収
納
室
収
納
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
収
納

室
）
井
上
直
人
▼
収
納
室
収
納
担
当

（
財
政
課
）
望
月
大
輔
▼
住
民
税
担

当
（
町
民
生
活
課
）
井
上
鮎
奈

【
防
災
課
】

▼
防
災
課
長
兼
交
通
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
財
政
課
長
兼
財
政
担
当
リ
ー

ダ
ー
）
田
辺
明
弘
▼
防
災
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
企
画
課
）
土
橋
学

【
町
民
生
活
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
生
活
環
境
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
町
民
生
活
課
）
原
田
和

佳
▼
保
険
年
金
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
税

務
課
）
川
口
信
二
▼
生
活
推
進
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健
課
）
中
沢
美

和
子
▼
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
農
林
振
興
課
）
大
木

興
一
▼
保
険
年
金
担
当
（
建
設
課
）

浅
野
真
由
子
▼
生
活
環
境
担
当
（
商

工
観
光
課
）
山
崎
正
彦
▼
戸
籍
担
当

（
福
祉
保
健
課
）
石
部
舞
▼
戸
籍
担

当
（
採
用
）
斗
星
瑞
希

【
福
祉
保
健
課
】

▼
介
護
福
祉
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
防
災

課
）小
林
喜
文
▼
健
康
増
進
担
当（
町

民
生
活
課
）
長
澤
麻
子
▼
健
康
増
進

担
当
（
子
育
て
支
援
課
）
金
澤
知
子

▼
介
護
福
祉
担
当
（
生
涯
学
習
課
）

秋
山
亮
▼
障
害
福
祉
担
当
（
採
用
）

伊
藤
菜
々

【
福
祉
保
健
課
付
け
】

◆
併
任

　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
課
長

（
峡
南
二
病
院
統
合
組
合
課
長
）
大

森
博
之
▼
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業

団
（
農
林
振
興
課
）
中
澤
功
▼
峡
南

医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
（
峡
南
二
病

院
統
合
組
合
）
堀
口
昭
義

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
子
育
て
支
援
課
長
（
北
部
保
育
所

長
）
望
月
ひ
と
み
▼
課
長
補
佐
兼
母

子
保
健
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
子
育
て
支

援
課
）
松
井
清
美
▼
母
子
保
健
担
当

（
企
画
課
）
井
上
直
子
▼
母
子
保
健

担
当
（
福
祉
保
健
課
）
池
田
愛
子

▼
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長（
政
策
補
佐
）

佐
藤
洋
子

▼
課
長
・
北
部
保
育
所
長
（
南
部
保

育
所
長
）
大
堀
ゆ
か
り
▼
南
部
保
育

所
長
（
北
部
保
育
所
）
望
月
美
里
▼

北
部
保
育
所
長
代
理（
南
部
保
育
所
）

溝
口
紀
代
美

◇
第
二
保
育
所
▼
（
第
四
）
阿
達
直

美◇
第
三
保
育
所
▼
（
第
一
）
伊
藤
か

お
り
▼
（
第
一
）
小
澤
順
子

◇
第
四
保
育
所
▼
調
理
員
（
第
一
）

岩
井
春
美

【
商
工
観
光
課
】

▼
商
工
観
光
課
長
（
子
育
て
支
援

課
）
永
井
た
か
ね
▼
商
工
振
興
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
総
務
課
）
一
之
瀬
三
千

▼
観
光
振
興
担
当
兼
商
工
振
興
担
当

（
教
育
総
務
課
）
望
月
ま
ゆ
み
▼
観

光
振
興
担
当
兼
商
工
振
興
担
当
（
財

政
課
）
芦
澤
克
久
▼
商
工
観
光
課
付

け　
観
光
物
産
協
会
事
務
局
長
（
収

納
室
長
）
望
月
学

【
農
林
振
興
課
】

▼
農
林
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
長
（
上
下
水
道
課
長
兼
上
水
道

事
務
所
長
兼
業
務
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

細
野
幸
男
▼
農
林
振
興
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
税
務
課
）
望
月
聡
▼
地
籍
調

査
担
当
（
企
画
課
）
石
坂
裕
樹
▼
農

林
土
木
担
当
（
町
民
生
活
課
）
秋
山

一
将

【
建
設
課
】

▼
建
設
課
長
（
農
林
振
興
課
長
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
堀
口
進
▼
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
長
（
政
策
補
佐
）

志
村
正
史
▼
都
市
計
画
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
建
設
課
）
一
之
瀬
英
志
▼
都

市
計
画
担
当
（
福
祉
保
健
課
）
秋
山

祐
紀
▼
土
木
担
当
（
採
用
）
田
中
康

太【上
下
水
道
課
】

▼
上
下
水
道
課
長
兼
上
水
道
事
務
所

長
兼
業
務
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
長
）
内
田
一
志
▼
課
長

補
佐
兼
下
水
道
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
上

下
水
道
課
）
長
澤
康
▼
簡
易
水
道
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
建
設
課
）
山
形
謙
一

郎
▼
下
水
道
担
当
（
商
工
観
光
課
）

秋
山
真
樹

【
議
会
事
務
局
】

局
長
補
佐
兼
庶
務
・
議
事
調
査
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
議
会
事
務
局
）
野
中
充

香【教
育
総
務
課
】

▼
総
務
学
校
担
当
（
町
民
生
活
課
）

河
西
裕
樹
▼
総
務
学
校
担
当
（
商
工

観
光
課
）
望
月
力

【
生
涯
学
習
課
】

▼
生
涯
学
習
課
長（
商
工
観
光
課
長
）

依
田
正
一
▼
社
会
体
育
担
当
（
商
工

観
光
課
）
依
田
諭
▼
ま
す
ほ
文
化

ホ
ー
ル
運
営
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
ま
す

ほ
文
化
ホ
ー
ル
）
秋
山
綾

◎
退
職
（
3
月
31
日
付
）

▼
齋
藤
和
彦
（
会
計
管
理
者
）
▼
川

住
資
農
夫
（
建
設
課
長
）
▼
志
村
廣

文
（
商
工
観
光
課
付
け
参
事
）
▼
矢

﨑
仁
（
商
工
観
光
課
付
け
参
事
）
▼

野
田
節
美
（
防
災
課
交
通
指
導
員
）

▼
保
坂
正
子
（
福
祉
保
健
課
ヘ
ル

パ
ー
）
▼
望
月
多
津
巳
（
教
育
委
員

会
調
理
員
）
▼
深
澤
太
貴
（
商
工
観

光
課
業
務
員
）

庁
内
人
事

庁
内
人
事
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消費税率が5％から8％に引き上げられたことに伴い、7月1日以降の使用料を改定します。
利用者の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

町民会館（中央公民館）

区　　　　　分 新料金
（7/1〜）

大 ホ ー ル

午前 9時〜正午 3,090円
午後 1時〜 5時 4,110円

午前 9時〜午後 5時 7,200円
午後 6時〜10時 4,830円

会　議　室

午前 9時〜正午 1,540円
午後 1時〜 5時 2,060円

午前 9時〜午後 5時 3,600円
午後 6時〜10時 2,470円

作　法　室

午前 9時〜正午 1,540円
午後 1時〜 5時 2,060円

午前 9時〜午後 5時 3,600円
午後 6時〜10時 2,470円

視聴覚室・研修室

午前 9時〜正午 2,470円
午後 1時〜 5時 3,290円

午前 9時〜午後 5時 5,760円
午後 6時〜10時 3,600円

料理実習室・作業室

午前 9時〜正午 2,470円
午後 1時〜 5時 3,290円

午前 9時〜午後 5時 5,760円
午後 6時〜10時 3,600円

和室・その他の室

午前 9時〜正午 1,230円
午後 1時〜 5時 1,230円

午前 9時〜午後 5時 2,470円
午後 6時〜10時 1,800円

※ 1室 1回につき

お問い合わせ　教育委員会（☎22−5361）

児童センター

区　　　　　分 新料金
（7/1〜）

ますほ児童センター
多目的ホール

午前 8時30分〜正午 1,130円
午後 1時〜 5時 1,130円
午後 7時〜10時 1,540円

午前 8時30分〜午後10時 3,600円

かじかざわ児童センター
多目的ホール

午前 8時30分〜正午 1,130円
午後 1時〜 5時 1,130円
午後 7時〜10時 1,540円

午前 8時30分〜午後10時 3,600円

お問い合わせ　かじかざわ児童センター
（☎22−0809）

ますほ文化ホール

区　　　　　分 新料金
（7/1〜）

多
目
的
ホ
ー
ル

平　

日

午前 午前 9時〜正午 7,200円
午後 午後 1時〜 5時 11,930円
夜間 午後 6時〜10時 15,530円
全日 午前 9時〜午後10時 34,660円

土
・
日
・
祝

午前 午前 9時〜正午 9,570円
午後 午後 1時〜 5時 19,030円
夜間 午後 6時〜10時 23,760円
全日 午前 9時〜午後10時 52,360円

ギャラリー 全日 午前 9時〜午後10時 3,600円

リ
ハ
ー
サ
ル
室

平　

日

午前 午前 9時〜正午 2,470円
午後 午後 1時〜 5時 2,980円
夜間 午後 6時〜10時 3,290円
全日 午前 9時〜午後10時 8,740円

土
・
日
・
祝

午前 午前 9時〜正午 3,600円
午後 午後 1時〜 5時 4,530円
夜間 午後 6時〜10時 4,830円
全日 午前 9時〜午後10時 12,960円

楽　

屋
共
通

（
1
部
屋
）

午前 午前 9時〜正午 720円
午後 午後 1時〜 5時 930円
夜間 午後 6時〜10時 1,030円
全日 午前 9時〜午後10時 2,680円

お問い合わせ　ますほ文化ホール（☎22−8811）

高齢者ふれあいセンター

区　　　　　分 新料金
（7/1〜）

町　　　内 午前 9時〜午後10時 1時間　410円
町　　　外 1時間　820円

鰍沢福祉センター

区　　　　　分 新料金
（7/1〜）

ホ　ー　ル 町内 午前 9時〜午後10時 1時間��1,030円
町外 1時間��2,060円

料理実習室 町内 午前 9時〜午後10時 1時間　410円町外

そ　の　他 町内 午前 9時〜午後10時 1時間　210円町外

お問い合わせ　福祉保健課（☎22−7207）
●本町在住者以外の者の不特定の参加が見込まれる場
合は、上記使用料の5割増とする。
●営利を目的とする場合は、上記使用料の倍額とする。

公共施設の使用料が変わります。
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社会体育施設等
区　　　　　分 新料金（7/1〜） 備　　　　　考

野　球　場 殿原スポーツ公園 午前 8時30分〜午後 7時 1時間　460円 照明施設なし

ソフトボール場

殿原スポーツ公園 午前 8時30分〜午後 7時 1時間　310円 照明使用は夜間料金午後 7時〜午後10時 1時間　1,340円
富士川スポーツ広場 午前 8時30分〜午後 7時 1時間　210円 照明施設なし

大法師スポーツ公園 午前 8時30分〜午後 7時 1時間　210円 照明使用は夜間料金午後 7時〜午後10時 1時間　1,340円

テニスコート 利根川公園 午前 8時30分〜午後 7時 1時間　210円 1面につき・照明使用は夜間料金大法師スポーツ公園 午後 7時〜午後10時 1時間　720円

スポーツ広場 利根川公園 午前 8時30分〜午後 7時 1時間　310円 照明使用は夜間料金午後 7時〜午後10時 1時間　1,340円

弓　道　場 殿原スポーツ公園 午前 8時30分〜午後 7時 1時間　210円 照明使用は夜間料金大法師スポーツ公園 午後 7時〜午後10時 1時間　510円

ゲートボール場 利根川公園・富士川ふれ
あいスポーツ広場 午前 8時30分〜午後 7時 1時間　210円 1面につき

プ　ー　ル
利根川公園・鰍沢プー
ル・五開プール 午前 9時〜午後 5時 1人　210円

中学生以下　100円中部プール 新設

運　動　場
（学校開放施設）

増穂小学校・増穂中学
校・鰍沢中学校

午後 7時〜午後10時

1時間　930円
午前 8時30分〜午後 7時　無料（改正なし）
照明使用は夜間料金増穂西小学校・増穂南小

学校・鰍沢小学校 1時間　510円

鰍沢小・中学校 1時間　1,340円
運　動　場 五開運動場・中部運動場 午後 7時〜午後10時 1時間　510円 新設　午前 8時30分〜午後 7時　無料　照明使用は夜間料金

体　育　館

富士川町民体育館

午前 8時30分〜午後10時

1時間　1,230円 半面半額
ふれあい広域体育館 1時間　820円

五開体育館 1時間　410円
中部体育館 1時間　620円 新設

体　育　館
（学校開放施設）

増穂小学校・増穂中学校

午前 8時30分〜午後10時

1時間　820円
増穂西小学校・増穂南小
学校・鰍沢小学校 1時間　620円

鰍沢中学校 1時間　1,230円 半面半額
卓　球　場 ふれあい広域体育館 午前 8時30分〜午後10時 1時間　210円
柔 剣 道 場 鰍沢中学校体育館 午前 8時30分〜午後10時 1時間　210円
会　議　室 富士川町民体育館 午前 8時30分〜午後10時 1時間　210円

トレーニング室 富士川町民体育館 午後 3時〜午後10時 1人　310円
研　修　室 大法師スポーツ公園 午前 8時30分〜午後10時 1時間　310円

お問い合わせ　教育委員会（☎22−5361）●町外者は倍額。使用時間は1時間単位。

増穂ふるさと自然塾
区　　　　　分 新料金（7/1〜） 備　　　　　考

自　

然　

体　

験　

ハ　

ウ　

ス

会議室

午前 9時〜午後 1時 3,090円
午後 1時〜 5時 3,090円
午後 5時〜 9時 3,090円

午前 9時〜午後 9時 6,170円

体験学習室・
調理実習室　

午前 9時〜午後 1時 2,060円
午後 1時〜 5時 2,060円
午後 5時〜 9時 2,060円

午前 9時〜午後 9時 4,110円

資料室

午前 9時〜午後 1時 1,030円
午後 1時〜 5時 1,030円
午後 5時〜 9時 1,030円

午前 9時〜午後 9時 2,060円

全室

午前 9時〜午後 1時 5,140円
午後 1時〜 5時 5,140円
午後 5時〜 9時 5,140円

午前 9時〜午後 9時 10,290円
野営施設

（キャンプサイト）
昼間利用　1グループ10人まで 1,030円 1人増すごとに100円

宿泊利用　1泊につき 1サイト　テント 1張り 2,060円
野営施設（シャワー棟） 1人　100円 改正なし

野営施設（備品） 1テント　1泊 2,060円
1寝袋　1泊 510円

コテージ
（A・B棟）

昼間利用　1日につき 1棟 4人まで 5,140円 基本収容人員 8人 3歳以下は無料　1人増すごとに1,030円
宿泊利用　1泊につき 1棟 4人まで 10,290円 基本収容人員 8人 3歳以下は無料　1人増すごとに2,060円

お問い合わせ　増穂ふるさと自然塾（☎20−1080）
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　消費税率の引き上げ（5％から8％へ）に伴い、上下水道料金も5月分使用水量（基本料金及び超過料金）の
請求金額から変わります。隔月で検針を行っている平林・穂積・鳥屋柳川・十谷地区につきましては、6・7月分
の請求金額から変わります。

●平成26年4月以降に新規（再開栓も含む）にご使用される場合⇒ 4月分使用水量から8％の消費税

●水道加入金⇒平成26年4月以降の受付から8％の消費税

対　　　象　　　地　　　区 現　行（ 5％）

⇒

税率引上げ後（ 8％）
上水道給水区域 （旧増穂地区で中山間地を除く） 900 円 925 円

簡易水道給水区域

（平林地区） 795 円 820 円
（穂積地区） 585 円 600 円
（本町地区） 955 円 980 円
（中部地区の一部） 900 円 925 円
（鳥屋柳川地区） 900 円 925 円
（十谷地区） 745 円 765 円
（天戸、長知沢、国見平、梅久保、
日向町地域） 1,635 円 1,680 円

下水道整備区域
（箱原地区を除く地域） 780 円 810 円
（箱原地区） 3,150 円 3,240 円

（水道メーターφ13㎜、1ヶ月分使用量10㎥以下のメーター使用料を含む税込合計金額）
お問い合わせ　上下水道課（☎22−7204）

平成26年度介護保険料仮徴収額の通知書を送付します。通知書が届く方は次のとおりです。

介護保険料暫定通知書 ⇒ 5月上旬に送付予定

　納付書や口座振替で納付（＝普通徴収）されている方

※特別徴収以外の方です。
　◆納付書納付の方は、納付書が同封されています。納期限までに納付をお願いします。
　◆口座振替で納付されている方は、振替日までに残高の確認をお願いします。

介護保険料仮徴収額納入通知書 ⇒ 4月上旬に送付済

　平成26年4月より年金からの引き落とし（＝特別徴収）になる方

※年額18万円以上の年金を受給されている方は、原則特別徴収となります。平成25年に65歳になられた方
や転入された方などが対象です。特別徴収に切り替わるまでに半年ほどかかります。

●年間介護保険料の確定について
平成26年度より、介護保険料確定通知書等を7月中旬に被保険者全員（65歳以上の方）に送付します。

お問い合わせ　福祉保健課（☎22−7207）

介護保険のお知らせ

上下水道料金が変わります上下水道料金が変わります

介護保険のお知らせ
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平成26年度　供用開始対象地域 清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
良
く
し
、
川
や
湖
な
ど
の
水
質
を
守
る
目
的
で
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
平
成
5
年
か
ら
は
一
部
の
地
域
で
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
26
年
3
月
末
で
、

3
8
4
ha
の
区
域
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
8
割
以
上
の
家
庭
が
下
水
道
に
接
続
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
に
下
水
道
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
ら
1
日
も
早
く
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
課
下
水
道
担
当　
☎
22
―
7
2
0
4
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石坂　正
まさ

臣
おみ
さん（中部）

　最後の鰍沢中部小学校PTA会長を務め、閉校式では、「校
旗返納」できれいにたたまれた中部小の校旗を見て、涙が止
まらなかったという石坂さん。小学校時代のお話を伺いまし
た。

◇中部小学校の仲間との思い出は？
　ソフトボールの試合では、同級生の男子がちょうど9人
でみんながレギュラーとして参加できました。他校との試合
が楽しみで、一生懸命練習した思い出があります。
◇中部小学校の自慢は？
　小さい学校なので、何をするにしてもひとりひとりに役割
があり、自覚と責任を持てるところです。
◇中部小学校の秘密を教えてください
　春になると小学校の裏山から杉の花粉がものすごく飛んで
きて、新しく就任された先生のほとんどが花粉症で悩まされ
ていました。
◇中部小「あるある？」
　私たちの頃は卒業前になるとなぜか男子は全員丸坊主にし
て、中学校へ進む準備をしていました。
◇富士川町をどう思いますか？
　合併してから4年が経過しますが、町全体の活性化に向
けて進んでいってほしいと思います。
◇将来の夢は？
　自分たちの子どもや次世代の人たちが安心して住み続けら
れる地域づくりに、微力ながら協力していきたいと思います。
◇PRしたいことなど
　閉校となった中部小学校を有効的に活用できないものかと
考えています。良い情報がありましたら、教えていただきた
いと思います。

保坂　心
しん

哉
や

さん
25歳・中部

（峡南消防本部）

◇中部小学校の思い出は？
　給食がおいしかったです。特にカレーとわかめ
ご飯。みんなで食べることも楽しかったです。

◇中部小学校の仲間との思い出は？
　朝のドッジボールや放課後のキックベースなど
毎日友だちと遊びました。

◇中部小学校の自慢は？
　上級生、下級生関係な
く遊んでいたことです。
1年生の時から6年生の
お兄ちゃんお姉ちゃんに
遊んでもらいました。

◇中部小「あるある？」
　フェンスが低いのでボールがプールへよく落ち
ていました。取り出すのに苦労しましたね。

◇PRしたいことなど
　鹿島地区で舟下りをやっているのでぜひ一度
のってみてください。

◇お仕事の内容
　現在、峡南消防本部の日々の業務に加えて、6
月に開催される救助大会（県大会）の練習をして
います。日々大会に向け訓練をしています。

◇富士川町をどう思いますか？
　これからも発展していく素敵な町だと思いま
す。もっともっと住みよい町にしていきたいです。

ありがとう鰍沢中部小学校ありがとう鰍沢中部小学校
Vol. 47
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　3月22日、地域の住民や卒業生ら約300人が出席し鰍
沢中部小学校閉校式が行われました。
　式典では、田村勝彦校長が「最後の校長として、地域の
皆さんと一緒に中部小教育に関われた事は大きな財産で
す。」とあいさつし、児童を代表して6年生の川口雄輝君
が「中部小学校は閉校になりますが、思い出は決してなく
なることはありません。4月からはそれぞれの場所でがん
ばっていきますので、見守っていてください。」と母校に
別れを告げました。その後、全校児童が壇上に上がり校歌
を斉唱しました。
　式典終了後には、記念碑の除幕式や思い出を語る集いが
行われました。これまでのあゆみがスライドで上映される
と、出席者はスクリーンを食い入るように見つめ、当時の
思い出に浸っていました。

◀�

お
別
れ
の
こ
と
ば
を
い
う
川
口

雄
輝
君

▶
記
念
碑
の
除
幕
式

◀�

校
旗
の
返
納
を
す
る
田
村
校
長
と
児
童

代
表

◀�

児
童
と
出
席
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱

昭
和
34
年
4
月

　
○�

長
知
沢
・
鬼
島
・
箱
原
・
鹿
島
の

4
分
校
を
統
合
し
鰍
沢
町
立
鰍
沢

中
部
小
学
校
開
校

昭
和
35
年
7
月

　
○
校
舎
完
成

昭
和
36
年
3
月

　
○
校
歌
制
定

昭
和
39
年
4
月

　
○
学
校
給
食
開
始

昭
和
41
年
10
月

　
○
中
部
町
民
プ
ー
ル
完
成

昭
和
59
年
2
月

　
○
体
育
館
完
成

昭
和
60
年
3
月

　
○
校
舎
改
築　
新
校
舎
完
成

平
成
14
年
6
月

　
○
新
中
部
町
民
プ
ー
ル
完
成

平
成
21
年
11
月

　
○
創
立
50
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
22
年
3
月

　
○
合
併
に
よ
り

　
　

��

富
士
川
町
立
鰍
沢
中
部
小
学
校
と

改
称

平
成
26
年
3
月
31
日
閉
校

　
　
鰍
沢
小
学
校
へ
統
合

　
　
全
卒
業
生
7
2
3
人

地域と共に歩んだ55年間

鰍
沢
中
部
小
学
校
の
歴
史

地域と共に歩んだ55年間
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●申込み方法� 5月30日（金）までに教育委員会へ直接または電話で申し込みください。
●申込み・お問い合わせ� 富士川町教育委員会（教育文化会館内）　☎22−5361　fax�22−5392

写 真 教 室
一眼レフカメラによるネイチャーフォ
トの基本から中級程度の写真撮影の技
術指導と作品の評価と添削を行いま
す。
（デジタル一眼レフ可）
（コンパクトカメラ不可）
● 5月 20日（火）新入生希望者出席可

日　時・・毎月第 3火曜日（6月より）
� PM�7：30 〜
場　所・・町民会館視聴覚室
� （野外撮影実習あり）
指導者・講師
　　　・・志村暢三（☎ 22−3571）
会　費・・年 4,000 円（テキスト代）

美しい花や風景を
きれいに撮る

テクニック

ペン習字教室
パソコン、メール…速くて便利。でも
年賀状くらいは“書き文字”で気持ち
を伝えたいものです。
“美文字 ”始めませんか。

持ち物：小学生用国語帳（10ます）
　　　　ディスクペン

日　時・・毎週水曜日
� PM�8：00 〜（月 4回）
場　所・・町民会館
指導者・・長沢みどり先生
� （☎ 22−0348）
会　費・・月 1,000 円
誌　代・・月 650 円

競書誌「ペンの力」で
　勉強を続けております。

児童文学創作教室
子どもたちのために楽しいお話を作っ
てみませんか。
児童文学教室では、楽しく創作活動を
先生の指導の下に行っています。
定期的に作品集の発刊もしています。
　初心者の方も歓迎します。

日　時・・毎月第 3火曜日
� PM�7：30 〜
場　所・・町民会館
責任者・・長澤妙子（☎ 22−5402）
入会金・・5,000 円
会　費・・月 1,000 円子どもたちに夢を！

ますほ
あやめコーラス

仲間とのふれあいを大事にしながら、
年間3回の発表会に向けて楽しいハー
モニーづくりに励んでいます。
コーラスを楽しみたい方の入部お待ち
しています。

日　時・・毎週木曜日
� 夏時期PM�8：00 〜
� 冬時期PM�7：40 〜
場　所・・町民会館
指導者・・有泉美宇子先生
責任者・・深沢通子（☎ 22−0306）
会　費・・月 1,500 円

人生にリズムを
　　生活に歌声を

陶 芸 教 室
なぜか愛着がわいてきます。
皆で楽しみましょう。

日　時・・昼の部　PM�1：00 〜
　　　　　　毎月第 1・3水・木曜日
　　　　　夜の部　PM�7：00 〜
　　　　　　毎月第 1・3水曜日

場　所・・町民会館作業室
責任者・・石井七生（☎ 22−2105）
入会金・・3,000 円
会　費・・昼の部　月 3,000 円
� 夜の部　月 2,000 円手づくりのカップ

花入れなど　

筝 曲 教 室
初心者歓迎・経験者もどうぞ
箏は文化協会「絃の会」のものを使い
ます。
箏の爪は各自で用意してください
楽譜は実費でお願いします。

日　時・・月 2回火曜日
� PM�1：30 〜 3：30
場　所・・町民会館和室
責任者・・原田真弓（☎ 22−6043）
会　費・・年間　5,000 円

初心者の人も歓迎！
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【
短　

歌
】

お
気
に
入
り
の
エ
プ
ロ
ン
掛
け
て
初
仕
事
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
か
ら

夫
が
消
え
ゆ
く	

仙
洞
田
紀
子

天
井
の
狩た

ん

ゆ

う

ひ

つ

野
探
幽
筆
の
雲
龍
図
八
方
に
ら
み
と
み
ら
み
合
う
吾

	

斉
藤
さ
よ
子

日
の
出
前
櫛
形
山
の
全
体
が
赤
く
そ
ま
り
て
今
日
も
天
気
だ

	

大
森
ま
つ
ゑ

【
俳　

句
】

な
ん
と
な
く
ま
た
足
入
れ
て
春
炬
燵	

神
田　

初
枝

雪
折
れ
の
一
枝
香
る
文
机	

吉
武
み
ど
り

残
雪
を
払
ひ
て
墓
標
建
て
な
ほ
す	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

エ
ベ
と
言
い
つ
い
て
来
る
犬
甲
州
っ
子	

若
林　

久
子

北
風
が
消
し
忘
れ
た
か
朝
の
月	

原
田
ひ
で
子

い
つ
か
ら
か
小
石
も
蹴
れ
ぬ
足
に
な
り	

中
村
み
な
恵

　【スポーツ少年団入団式】
　4月5日（土）富士川町民体育館で富士川町スポー
ツ少年団入団式が行われ、244名が入団しました。
入団者を代表して鰍沢バドミントンスポーツ少年団
の鈴木涼子さんが元気よく宣誓をしました。

　入団を随時受付しています。
　●教育委員会　☎22−5361

体育協会春季町民ゴルフ大会開催
【日　　時】6月18日（水）
　　　　※1組目は7時30分スタート予定。
　　　　　��各組スタート時間は、組合せ決定後にお

知らせします。
【場　　所】甲斐ヒルズカントリー倶楽部
【参 加 費】2,000円
【プレー費】8,800円（食事付・セルフ）

　・�参加希望の方は、ゴルフ部各支部長に申し込み
をお願いします。

　【テニス】（結果発表）
山梨県冬季選手権
期日：3月16日　　場所：小瀬テニスコート
女子ダブルス　優勝　長澤真紀（天神中條）

　山梨県住みます芸人『ぴっかり高木といしいそう
たろう』が富士川CATV（11ch）にて、地域情報バ
ラエティ番組「めた！ウォーク」を放映中！

●放映日時：毎月1日〜14日
　　①午前9時〜
　　②午後2時〜
　　③午後9時〜

★こどもにすすめたい本 2014 年
『いけのおと』『オオムラサキのムーくん』
『おによりつよいおよめさん』『いのちの木』
『おさきにどうぞ』『バナナのはなし』
『いのちをいただく』『さみしかった本』
『最初の質問』『タイヨオ』
『明日は、どうしてくるの？』
『エール』『2,43』
『特別授業“死”について話そう』

H26 年度雑誌です。どうぞご利用ください。
『文芸春秋』『プレジデントファミリー』
『オレンジページ』『In�Red』
『すてきな奥さん』『MEN’S�CLUB』
『婦人画報』『花時間』

お知らせ
※ブックリスト差し上げます♪

こどもの読書週間
4 月 23 日〜 5 月 12 日

いつもいっしょ、本といっしょ
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

■
5
月
18
日
（
日
）
開
催
し
ま
す
！

「
春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

　
好
評
の
文
化
ホ
ー
ル・春
フ
リ
マ
。

心
地
良
い
季
節
に
、
み
ん
な
で
の
ん

び
り
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◇
開
催
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
2

時◇
会
場　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
庭
園

【
チ
ケ
ッ
ト
・
整
理
券
情
報
】

■
5
月
17
日（
土
）チ
ケ
ッ
ト
発
売
！

「
風
カ
ヲ
ル
時
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
県
内
外
で
活
躍
す
る
3
人
の
和
風

ジ
ャ
ズ
ユ
ニ
ッ
ト
の
ラ
イ
ブ
で
す
。

開
催
日
時
：
7
月
19
日
（
土
）
午
後

7
時
開
演

チ
ケ
ッ
ト
：
自
由
席・2
5
0
0
円
、

友
の
会
員
2
3
0
0
円

■
5
月
24
日（
土
）入
場
無
料
整
理
券
配
布
！

①
「
五
緒
川
津
平
太
キ
ャ
ン・ユ
ー・

ス
ピ
ー
ク
甲
州
弁
？
②
」
講
演
会

前
回
の
大
好
評
を
受
け
て
第
2
弾
！

開
催
日
時
：
6
月
22
日
（
日
）
午
後

2
時
開
演
、
自
由
席
、
無
料

②
「
組
踊（
く
み
お
ど
り
）」
特
別
鑑
賞
会

　
重
要
無
形
文
化
財
の
伝
統
芸
能
を

本
場
・
沖
縄
か
ら
お
招
き
し
て
ご
披

露
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
時
：
6
月
28
日
（
土
）
午
後

2
時
開
演
、
自
由
席
、
無
料

■
当
日
券
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
！

「
冒
険
西
遊
記
」
幼
児
向
け
演
劇
公

演
・
劇
団
ト
マ
ト
座

開
催
日
時
：
6
月
5
日（
木
）午
前
10
時
開
演

チ
ケ
ッ
ト
：
当
日
券・5
0
0
円（
客

席
後
方
自
由
席
エ
リ
ア
）

【
募
集
情
報
】

　
プ
ロ
の
映
画
監
督
と
一
緒
に
映
画

を
つ
く
る
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
内
容　
・
シ
ナ
リ
オ
講
座
（
6
月

1
日
、
7
月
6
日
）・
撮
影
基
礎
講

座
（
8
〜
9
月
、
機
材
取
扱
い
、
ロ

ケ
ハ
ン
等
）・
撮
影
実
習
（
10
月
町

内
オ
ー
ル
ロ
ケ
）・
編
集
講
座
（
11

月
）・
音
入
れ
講
座
（
12
月
）・
完
成

試
写
会
（
修
了
証
・
完
成
D
V
D
授

与
）

●
条
件　
富
士
川
町
お
よ
び
周
辺
に

居
住
す
る
高
校
生
以
上
の
方
。
経
験

不
問
。

●
備
考
・
8
月
以
降
の
講
座
日
程
は

適
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。・
撮
影
実

習
は
、時
間
が
不
規
則
で
あ
っ
た
り
、

現
場
へ
の
移
動
が
あ
り
ま
す
。

●
参
加
料　
5
0
0
0
円
（
D
V
D

代
、
保
険
代
等
の
諸
費
を
含
み
ま

す
。）

●
申
込
み　
所
定
の
用
紙
に
ご
記
入

の
う
え
、
文
化
ホ
ー
ル
事
務
局
に
直

接
ま
た
は
F
A
X
で
。（
用
紙
は
事

務
局
窓
口
ま
た
は
、
文
化
ホ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

●
締
切
り　
7
月
31
日
（
木
）
ま
で

●
説
明
会
　
前
年
度
作
品
を
ご
覧
い

た
だ
き
な
が
ら
、
参
加
申
込
み
に
関

す
る
質
問
を
受
け
付
け
ま
す
。

会
場
：
文
化
ホ
ー
ル

日
程
：（
平
日
）
5
月
15
日
（
木
）、

5
月
29
日（
木
）＝
午
後
7
時
30
分
、

5
月
18
日
（
日
）、
5
月
24
日
（
土
）

＝
午
後
2
時
。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

芝生広場ではピクニックもできますよ。

セカンドCDも同時発売されます！

爆笑の講演会をお楽
しみに！

沖縄が誇る典雅な本格的舞台、必見
です！

町内幼児舞台芸術鑑賞事業
（一部貸切席あり）

矢
崎
仁
司
監
督
指
導

映
画
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

富
士
川
町
の
歴
史
を
学
ぶ
会

テ
ー
マ

「
富
士
川
町
を
知
ろ
う
！
」

　
富
士
川
町
の
歴
史
を
ひ
も
と
き
な

が
ら
、
昔
の
生
活
な
ど
を
楽
し
く
学

び
ま
す
。
地
区
名
の
由
来
や
舟
運
を

は
じ
め
富
士
川
町
の
歴
史
を
紹
介
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
1

回
の
受
講
も
歓
迎
し
ま
す
。

●
開
講
日

　
　
1
回
目　
5
月
23
日
（
金
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
　
2
回
目　
6
月
13
日
（
金
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

　
　
3
回
目　
7
月
11
日
（
金
）

　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

●
会
場　
富
士
川
町
教
育
文
化
会
館

●
講
師　
文
化
協
会
郷
土
研
究
部

●
受
講
料　
無
料

●
持
ち
物　
筆
記
用
具

　
（
学
習
資
料
は
用
意
し
ま
す
）

●
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
担
当

　
　
☎
22
―
5
3
6
1
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平
成
22
年
3
月
8
日
に
富
士
川
町
が
誕
生
し
て

か
ら
、
本
年
で
5
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
間
、
町
で
は
旧
町
の
枠
組
み
を
超
え
、
一

体
感
の
あ
る
富
士
川
町
の
構
築
を
目
指
し
、
様
々

な
政
策
・
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
う
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
対
す
る
取
り
組
み

の
成
果
が
着
実
に
表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
年
度
は
町
制
施
行
5
周
年
を
迎
え

る
そ
の
節
目
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を

行
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
祝
い
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
際
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
広

報
・
チ
ラ
シ
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。
こ
の
他
に
も
、
既
存
イ
ベ
ン
ト
に
は
「
町
制

施
行
5
周
年
記
念
」
を
冠
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画

を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

◆
記
念
事
業
（
予
定
）

・
町
制
施
行
5
周
年
記
念
式
典

・
富
士
川
町
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク

・
富
士
川
町
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
山
車
巡
行
ま
つ
り

・
文
化
ホ
ー
ル
記
念
イ
ベ
ン
ト

・「
町
の
歌
」
制
定

・「
町
の
鳥
」
制
定　
な
ど

　町では、町制施行5周年記念事業として、町民の皆さまが富士川町への愛着を深め、一体感を高め
ることを目的として、富士川町にふさわしい「町の歌」を制定することといたしました。
　このため町では、富士川町町歌制定委員会を設置して検討した結果、作詞を町内在住で作家の江宮
隆之さん（青柳町）、作曲をシンガーソングライターの池田綾子さん（青柳町）にお願いするとともに、
町民の皆さまの富士川町に対する思いを「メッセージ」としてお寄せいただき、お二人に作詞・作曲の
参考としていただくこととなりました。
　誰からも愛され、後世に長く歌い継がれる町民歌を制作するために、町民の皆さまの思いが込められ
た「メッセージ」を募集いたします。

◆応募資格
　①富士川町に在住、在勤または在学している方。
　②過去に富士川町に住んでいた方。

◆応募方法
　応募用紙の指定はありません。
　作詞・作曲をするにあたり参考となる富士川町の風景や
情景を、写真、絵、散文、メッセージ等の作品に託してお
寄せください。
　応募の際に①氏名（ふりがな）②住所③年齢④連絡先（電
話番号）⑤職業（または学校名と学年）を明記し、企画課
又は鰍沢サービスセンターの窓口に設置された「応募ボッ
クス」へ投函により提出してください。ただし、郵送及び
電子メールによる応募の場合のあて先は企画課とします。
ファックスでの応募はできません。

◆応募規定
　写真、絵、散文、メッセージ等の作品は、
　①町民に親しまれているもの。
　②歴史・文化・自然等富士川町をイメージできるもの。
　③�自作・未発表のものとし、他者の知的所有権等を侵害
しないもの。

　④難解な漢字等にはふりがなを付けてください。
　⑤応募は 1人何点でもかまいません。

◆募集期間
　平成 26年 5月 1日（木）から平成 26年 6月 10日（火）
※必着

◆応募先およびお問い合わせ
（持参・郵送）
　〒 400−0592　富士川町天神中條 1134 番地
　富士川町役場企画課企画担当
　電話：22−7216
　電子メール：kikaku@town.fujikawa.lg.jp
（持参）
　〒 400−0695　富士川町鰍沢 1599 番地 5
　富士川町役場鰍沢分庁舎鰍沢サービスセンター
　電話：22−2151

◆そ の 他
　①応募作品は、全て作詞者・作曲者にお渡しします。
　②�募集にあたって、富士川町から資料等の提供は行いま
せん。

　③応募作品の一切の権利は、富士川町に帰属します。
　④応募作品は返却いたしません。

町の歌制作「メッセージ募集」
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多
く
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
出
ま
す
。

「
リ
ユ
ー
ス
食
器
」
と
は
、
使
い
捨

て
容
器
で
は
な
く
、
洗
う
こ
と
に

よ
っ
て
繰
り
返
し
何
度
で
も
使
え
る

食
器
の
こ
と
で
す
。
リ
ユ
ー
ス
食
器

を
利
用
す
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
で
発
生

す
る
「
ゴ
ミ
」
を
大
幅
に
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
、
ゴ
ミ
減
量
に
よ
る

C
O
2
の
削
減
な
ど
を
目
的
に
、
各

種
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
た
リ

ユ
ー
ス
食
器
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
7
月
か
ら
町
内
事
業
所
に

協
賛
を
い
た
だ
き
、
町
内
で
行
う
イ

ベ
ン
ト
で
の
利
用
料
が
無
料
に
な
り

ま
し
た
。
積
極
的
に
利
用
し
て
、
ゴ

ミ
の
出
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

◇
補
助
対
象

　
富
士
川
町
内
の
自
治
会
・
町
内

会
・
商
店
会
・
N
P
O
そ
の
他
町
長

が
認
め
る
団
体
が
富
士
川
町
内
で
実

施
す
る
事
業

◇
補
助
金
額

　
町
で
は
、
リ
ユ
ー
ス
食
器
1
個
に

つ
き
左
記
の
金
額
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

※
た
だ
し
、
未
使
用
の
リ
ユ
ー
ス
食

器
に
か
か
る
費
用
お
よ
び
主
催
者
の

過
失
に
よ
る
紛
失
や
破
損
に
よ
る
弁

償
額
は
、補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

イベントでリユース食器を使いましょう
―町内での「リユース食器」使用料は 無料 です―

◇
リ
ユ
ー
ス
食
器
補
助
金
交
付
の
流
れ

「
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
」
で
補
助
金
の
交
付

を
申
請

町
が
審
査
後
、
補
助
金
交
付
の
適
否
を

決
定
し
団
体
に
通
知

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

終
了
後
に
実
績
報
告
書
兼
請
求
書
・
補

助
金
代
理
受
領
承
諾
書
を
「
ス
ペ
ー
ス

ふ
う
」
に
提
出

町
が
補
助
金
確
定
通
知
を
団
体
に
通
知

◇
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当　
☎
22
―
7
2
0
9

（補助金額表）

区　　　分 「スペースふう」
レンタル価格 町補助単価 企業協賛 利用者

どんぶり・カップ・
大皿小皿・お椀など

17.5 円
（通常価格 25 円） 12.5 円 5 円 0円

コーヒーカップなど 11.5 円
（通常価格 13 円） 6.5 円 5 円 0円

箸・スプーンなど 6円 3円 3円 0円

▲甲州富士川まつりでもリユース食器を利用

イベント開催
実績報告書
など
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休
日
や
夜
間
に
子
ど
も
が
急
に
発

熱
し
た
り
、
体
に
異
変
が
起
き
、
翌

日
以
降
の
診
療
時
間
ま
で
待
て
な
い

場
合
、
ど
こ
で
受
診
し
た
ら
よ
い
の

か
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
の
病
気
に
ど

う
対
処
し
た
ら
よ
い
か
、
病
院
の
診

療
を
受
け
た
方
が
よ
い
か
な
ど
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
、
夜
間
の
急
病

に
関
す
る
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
母
子
保
健
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

　
障
害
者
相
談
員
は
、
身
体
障
害
並
び
に
知
的
障
害
の
あ
る
方
々
の
相
談
に

応
じ
、
福
祉
施
策
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
を
図
る
た
め
、
必
要
な
指
導
、

助
言
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
町
長
か
ら
委
嘱
を
受

け
て
い
る
方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
現
在
、
町
で
は
、
身
体
障
害
者
相
談
員
が
3
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員
が

2
名
委
嘱
を
受
け
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

（
任
期
平
成
26
年
4
月
1
日
〜
平
成
28
年
3
月
31
日
）

●
身
体
障
害
者
相
談
員

●
知
的
障
害
者
相
談
員

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
障
害
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

　
甲
府
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
管

理
す
る
富
士
川
（
釜
無
川
）
お
よ
び

笛
吹
川
な
ど
の
河
川
を
優
し
く
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
河
川
愛
護
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　
5
月
16
日
（
金
）
ま

で●
応
募
資
格　
山
梨
県
ま
た
は
静
岡

県
に
在
住
（
河
川
か
ら
概
ね
5
㎞
以

内
）
し
、
20
歳
以
上
の
方
7
名

●
募
集
人
員　
管
理
区
間
内
で

（
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

●
内
容　
月
1
回
の
活
動
報
告
な
ど

※�

応
募
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
◆
お
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
市
緑
が
丘
一
丁
目
10
―
1
国

土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所

　
河
川
管
理
課

　
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
担
当

　
☎
0
5
5
―
2
5
2
―
8
8
8
8

　
℻
0
5
5
―
2
5
2
―
8
8
9
1

◆
小
児
救
急
電
話
相
談

●
利
用
時
間

　

毎
日　

午
後
7
時
〜
午
後
11
時

●
電
話
番
号　

♯
8
0
0
0

　
※
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
か
ら
の
場
合
、

☎
0
5
5
―
2
2
6
―
3
3
6
9

（
間
違
い
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。）

●
対
応
者　

小
児
医
療
に
精
通
し

た
看
護
師

●
相
談
内
容　

子
ど
も
の
急
な
病

気
に
関
す
る
相
談（
発
熱
、
下
痢
、

嘔
吐
、
ひ
き
つ
け
な
ど
）

・�

慢
性
疾
患
や
育
児
相
談
な
ど
、

急
を
要
し
な
い
相
談
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

・�

電
話
で
の
助
言
で
す
。
電
話
に

よ
る
診
断
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

・�

明
ら
か
に
緊
急
を
要
す
る
急
病

の
場
合
は
、
医
療
機
関
ま
た
は

1
1
9
番
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
小
児
救
急
医
療
体
制

　

医
療
関
係
者
な
ど
の
協
力
の
も

と
、
県
と
市
町
村
が
共
同
で
全
県

の
小
児
患
者
を
対
象
に
、「
小
児

初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
、
小
児
救
急
医
療
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

甲
府
市
内
の

小
児
初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

・
夜
間　

午
後
7
時
〜
翌
朝
7
時

・
土
曜　

午
後
3
時
〜
翌
朝
7
時

・
休
日　

午
前
9
時
〜
翌
朝
7
時

（
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
12
月

29
日
〜
1
月
3
日
）

　

住
所　

甲
府
市
幸
町
14
―
6

　

甲
府
市
医
療
福
祉
協
議
会

☎
0
5
5
―
2
2
6
―
3
3
9
9

富
士
吉
田
市
内
の

小
児
初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

・
夜
間　

午
後
8
時
〜
深
夜
0
時

・
土
曜　

午
後
3
時
〜
深
夜
0
時

・
休
日　

午
前
9
時
〜
深
夜
0
時

（
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
12
月

29
日
〜
1
月
3
日
）

　

住
所　

富
士
吉
田
市
緑
ヶ
丘

2
丁
目
7
―
21

　

☎
0
5
5
5
―
24
―
9
9
7
7

♯8000

子
ど
も
の
急
病
へ
の
対
応

身
体
障
害
者
相
談
員

知
的
障
害
者
相
談
員
の
紹
介

竹内　正直
最勝寺1347
☎22−4567

保坂　幸美
鹿島51

☎27−0143

牧野　雅紀
鰍沢2547−19
☎22−3479

赤池ひとみ
青柳町34−1
☎22−1916

中込　初代
大椚392−12
☎22−6822

〜
川
を
き
れ
い
に
〜

　
平
成
26
・
27
年
度

モ
ニ
タ
ー
募
集
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新
年
度
が
始
ま
り
、
新
し
い
環
境
で

生
活
を
始
め
て
い
る
方
も
多
い
事
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
す
か
？

　
頑
張
り
す
ぎ
た
り
、
新
し
い
環
境
に

な
か
な
か
慣
れ
な
か
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
？　
昔
か
ら
言
わ
れ
る
五
月
病

は
こ
ん
な
時
期
に
出
て
き
ま
す
。

　
人
は
生
活
す
る
中
で
は
、
ど
う
し
て

も
ス
ト
レ
ス
と
付
き
合
わ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
に
は
良
い
ス
ト

レ
ス
と
、
悪
い
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
、
感

じ
る
人
の
状
況
に
よ
っ
て
良
く
働
い
た

り
悪
く
働
い
た
り
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

が
全
く
な
い
生
活
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ス
ト
レ
ス
と
上

手
に
付
き
合
う
に
は
、
ま
ず
は
自
分
の

状
態
を
良
く
知
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
ス

ト
レ
ス
に
気
付
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
き
た
ら
、
ぜ
ひ

早
め
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
ね
。
ス
ト
レ
ス
解
消
法

は
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
る
と

メ
リ
ハ
リ
が
で
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
な
ど
良
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ・ゆ
っ

た
り
入
浴
す
る
・
映
画
鑑
賞
・
カ
ラ
オ

ケ
・
山
登
り
・
読
書
・
友
達
と
の
会
話
・

ド
ラ
イ
ブ
な
ど
、
自
分
に
あ
っ
た
ス
ト

レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
て
い
け
る
と
よ

い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
た
め

に
普
段
の
生
活
ス
タ
イ
ル
も
重
要
で

す
。
睡
眠
不
足
や
不
規
則
な
食
事
な
ど

生
活
ス
タ
イ
ル
が
乱
れ
て
い
る
と
そ
れ

自
体
が
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
生
活
の
中
で
重
要
な

食
事
・
睡
眠
・
運
動
・
休
養
に
つ
い
て

も
う
一
度
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
も
、
不
調
が
続
い
て
い
る
時

は
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
早
め
に
受
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
身
近
に
不
調
の
方

が
い
た
ら
、
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

対
応
が
早
い
分
回
復
も
早
く
見
込
め
ま

す
。

●
こ
こ
ろ
の
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
0
5
7
0
―
0
6
4
―
5
5
6

●
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
0
5
5
―
2
5
4
―
8
6
4
4

●
福
祉
保
健
課
健
康
増
進
担
当

　
22
―
7
2
0
7

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

お知らせ
　月に1度、栄養士に
よる個別栄養相談を実
施しています。ご利用
ください。

慢性腎臓病を予防しよう
国民の8人に1人が『慢性腎臓病（CKD）』

　慢性腎臓病にかかっている人の多くが、そのことに気づいていないのが現状です。そ
こで、町では総合健康診査の中で、腎機能検査を実施し、腎臓の状態を知る機会を設け
ています。ご自身の腎機能は、健診結果の腎機能項目、eGFR値をご確認ください。
　さて、その結果を踏まえて町では、腎臓病予防教室を実施しました。写真は、3月7
日に実施した栄養士による教室の様子です。41名と大勢の参加がありました。前田栄
養士より、腎臓に負担をかけない食事について話をしていただき、実際に塩1g、しょ
う油1gを量ってみました。思っていたよりも少ない量で皆さん驚かれていました。

　★減塩のポイント★
１ しょう油をかけてから、薬味やかつお節をかける。
２ 味付けは料理の最後に。
３ 食卓にはしょう油の代わりに酢やレモン汁を置く。
４ �こんぶやかつお節、乾物などでだしをとる。組み
合わせるとよりおいしいだしがとれる。

※多めに作って麦茶ポットで保管すると便利です。

　また、食品には塩分量ではなく、ナトリウム量が
表示されています。次の式を使うと、食品に含まれ
る塩分量（g）を知ることができます。

　自分の健康状態を知り、自分に合った食事を摂る
ことはとても大切なことです。今の食事が自分に
合っているのか、一度見直してみてください。

今月は、笠井保健師です。

上
手
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

今月は福祉保健課
が担当です。
☎ 22−7207

毎月 19 日 は「食育の日」みんなで食べよう！ 夕ごはん

ナトリウム（mg）× 2.54 ÷ 1000 ＝塩分量（g）
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私
た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ

を
願
い
子
育
て
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、「
女
の
子
」と「
男
の
子
」で
は
、

接
し
方
や
言
葉
か
け
が
違
っ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
あ
な
た
は
、
次
の
（　
）
の
中
に

ど
ん
な
言
葉
を
当
て
は
め
ま
す
か
？　

少
し
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
女
の
子
は
、（　
）
じ
ゃ
な
き
ゃ
…
」

　
・
お
し
と
や
か
で
な
き
ゃ

　
・
や
さ
し
く
な
き
ゃ

　
・
お
行
儀
よ
く
し
な
き
ゃ

　
・
お
手
伝
い
し
な
さ
い　
な
ど

「
男
の
子
は
、（　
）
じ
ゃ
な
き
ゃ
…
」

　
・
強
く
な
き
ゃ

　
・
元
気
で
な
き
ゃ

　
・
し
っ
か
り
し
な
き
ゃ

　
・
め
そ
め
そ
し
な
い　
な
ど

　
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
親
や
祖
父
母

な
ど
か
ら
言
わ
れ
た
子
ど
も
は
、
次

の
よ
う
に
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　
（
某
小
学
校
の
6
年
生
の
反
応
例
）

　
・
わ
か
っ
た
よ

　
・
女
の
子
だ
か
ら
そ
う
な
の
か
な

　
・
男
だ
っ
た
ら
い
い
の

　
・
関
係
な
い
じ
ゃ
ん

　
・
男
だ
か
ら
と
か
な
い
だ
ろ
う

　
な
ど
。「
な
る
ほ
ど
」
と
納
得
す
る

面
と
「
え
っ
、
そ
れ
っ
て
お
か
し
く

な
い
？
」と
思
う
面
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
幼
い
子
ど
も
た
ち
の
中
で
も
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
・�

男
の
子
が
、
あ
る
場
面
で
「
お

ま
え
は
女
な
ん
だ
か
ら
、
黙
っ

て
ろ
！
」
と
言
っ
た
。

　
・�

ピ
ン
ク
が
好
き
な
男
の
子
が
、

「
な
ん
で
ピ
ン
ク
な
の
？　
女

じ
ゃ
ん
」
と
言
わ
れ
、
そ
こ
か

ら
ピ
ン
ク
を
選
ば
な
く
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
お
気
づ
き
の

よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
は
大
人
か
ら
、

仲
間
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
「
女
は

〜
、
男
は
〜
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

け
取
っ
て
い
る
の
で
す
。
子
ど
も
た

ち
は
、
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
て
、

体
験
し
て
、
学
習
し
て
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
子
ど
も
の
態
度
・
色
・
服

装
・
遊
び
方
・
育
児
・
家
事
・
介
護
・

職
業
な
ど
に
つ
い
て
、
固
定
的
な
意

識
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
気
を
配
り
、
子
育
て
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
が
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
る
力
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
違
い
、「
そ
の
子
ら

し
さ
」
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
大
人
の
意

識
や
言
動
、
無
意
識
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
…
。

　
〔
山
梨
県
立
大
学
名
誉
教
授

　
池
田
政
子
先
生
の
講
演
よ
り
〕

　
平
成
23
年
11
月
も
み
じ
祭
り
同

時
開
催
と
し
て
【
出
会
い
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
】
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
約
50
名
の
男
女
が
参
加
し
、
大

柳
川
渓
谷
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
「
つ

く
た
べ
か
ん
」
で
「
み
み
」
づ
く
り

体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
3
組

の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
し
【
出
会
い
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】
は
成
功
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
…
。

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
終
わ
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
成
立
し
た

3
組
の
中
か
ら
な
ん
と
、
ご
結
婚
さ

れ
た
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
4
月
5
日
ご
結
婚
さ
れ

た
の
は
村
松
幹
英
さ
ん
・
小
澤
恵
さ

ん
で
す
。

平
成
23
年
11
月
20
日

カ
ッ
プ
ル
成
立
の
瞬
間

　
「
つ
く
た
べ
か
ん
」
の
お
ば
ち
ゃ

ん
は
「
よ
う
こ
さ
ん
」
と
い
う
方
で

し
た
。
後
日
お
二
人
は
お
世
話
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
「
つ
く
た
べ

か
ん
」へ
報
告
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
に
髪
留
め
を
し
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
た
お
二
人
は
お

礼
に
か
わ
い
い
髪
留
め
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
そ
う
で
す
。

平
成
26
年
4
月
5
日
結
婚
式

　
ご
結
婚
後
は
東
京
都
で
生
活
を
さ

れ
る
そ
う
で
す
。
今
後
も
富
士
川
町

を
記
念
の
町
と
し
て
訪
れ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

富
士
川
町
が

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト

「大切な子ども」
どう育てますか？

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）

富
士
川
町
が

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト

村松幹英さん（甲府市）
Q第一印象は？
　元気でおてんばなところがい
いなと思いました。
Qカップルになった時の気持
ちは？
　第一印象からカップルになる
ことが自然な雰囲気でした。お
互いに思っていたと思います。

小澤　恵さん（笛吹市）
Q第一印象は？
　やさしそうで良い人そうだな
と思いました。
Qイベントの様子は？
　「つくたべかん」のおばちゃ
んに和み、仲良くなりました。
ウォークラリーで道に迷ったの
も良い思い出です。

そ
の
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
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東日本大震災復興支援
気仙沼産品物販コーナー 特設ステージ（鰍沢ばやし保存会） 満開のさくらでにぎわう園内

100 歳の誕生日
　おめでとうございます 「峡南医療センター」開設

町内小・中学校入学式

満開 !!　大法師さくら祭り開催
　　　　　　　3 月 29 日（土）〜 4 月 9 日（水）

　3 月 18 日（火）、
井上竹乃さん（青
柳町）が、めでた
く 100 歳の誕生日
を迎えられました。
おめでとうございま
す。

　4月 1日（火）の開
業を前に、3 月 30
日（日）、「峡南医療
センター開設記念式
典」が行われました。
式典には、横内正明
知事が出席し祝辞を
述べました。

　町内の各小・中学校
で入学式が行われまし
た。平成 26 年度の小
学校新入学児童は121
人、中学校新入学生徒
は 137 人となってい
ます。
（左）4月 3日（木）
　増穂西小学校入学式
（右）4月 4日（金）
　増穂南小学校入学式

　日本さくら名
所 100 選の大
法師公園でさく
ら祭りが行われ
ました。期間中
は多くの来場者
が訪れ、模擬店
や特設ステージ
のイベントでは
盛り上がりを見
せていました。

天神中条天満宮祭典
　3月 23 日（日）、天満宮祭典が
行われ、中学生が「浦安の舞」を
披露しました。

［3月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 請負金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

町道平林伊奈ヶ湖線道路修正設計業務委託 平 林 1,800,000 ㈱ケイコンサルタント

第 5揚水機場ポンプ更新工事 長 澤 1,850,000 ㈱ 関 東 日 立

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

平成 26. 5 月号　No.50（22）



善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　10 万円　山本憲一様（小林）
　「亡母マサノ様のご遺志により、町の福祉のために」
◆ふるさと納税
一金　　5万円　望月冝朗様（神奈川県）
　「安全・安心で生活の質が高いまちづくり」のために

一金　　150 万円　山梨県　災害見舞金として

戸籍の窓
自 3月 1日　至 3月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
� 地　区� 氏　名� 性別� 保護者
	小　　　林	 井上　尋翔	（ひろと）	 男	 祐　司
	 〃	 黒川　莉那	（り　な）	 女	 暁
	長　　　澤	 関部　日葵	（ひまり）	 女	 佑　太
	 〃	 関部　心葵	（ここな）	 女	 佑　太
	 〃	 土橋　莉来	（りら）	 女	 修
	大　　　椚	 小野　健翔	（けんしょう）	 男	 圭
	青　柳　町	 大塚　香奈	（か　な）	 女	 賢　治
	小　　　室	 武居　和真	（かずま）	 男	 正　道
	 〃	 山　奏生	（かない）	 男	 敬　太

およろこび（結婚）
� 地　区� 氏� 名� （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 保坂　　昂	 ひとみ	 （ 高 下 ）
	長　　　澤	 小林　貴彦	 阿希奈	 （ 市 川 ）
	青　柳　町	 笹本　陽介	 都　美	 （ 佐 野 ）

おくやみ（死亡）
� 地　区� 氏　名� 年齢� 届出人
	最　勝　寺	 加賀美 男	 88	 秋山　貢
	 〃	 志村　　保	 84	 　　年
	 〃	 望月　和俊	 64	 姫　　子
	𣇃　　　米	 山本マサノ	 98	 憲　　一
	大　　　椚	 井上　　睦	 85	 悟
	青　柳　町	 石澤かねゑ	 91	 朗
	平　　　林	 保坂　 朗	 78	 昭　　代
	鰍　沢　中	 河野　和行	 79	 勝　　行
	 〃	 樋口　文雄	 84	 志 保 子
	鰍　沢　南	 鈴木　濱子	 98	 純　　一
	中　　　部	 依田　和幸	 82	 奥宮ゆきえ
	 〃	 宮崎とき子	 88	 汎
	五　　　開	 望月　正利	 94	 正　　幸

ひとのうごき（ 4月 1日現在）

人　口� 16,162 人� （－ 59）
　男� 7,833 人� （－ 37）
　女� 8,329 人� （－ 22）
世　帯� 6,271 戸� （－ � 3）� ※ (　) 内は対前月比

平成 26年度　ファミリーサポート富士川

子育てサポーター養成講座受講者募集
　ファミリーサポート富士川では、子育てサポーター
（有償ボランティア）の養成講座を開講します。男性
会員も大歓迎です！
●開催期間　6月 2日（月）〜 6月 10日（火）
　　　　　　※ 1日に 2時間〜 4時間の講習です。
●申込み締め切り　5月 22日（木）
◇お問い合わせ
　ファミリーサポート富士川　☎ 22−0809

ますほ児童センターまつり
＆リサイクルマーケット

●日　時　5月 17日（土）午前 10時 30分〜午後 2時
●場　所　ますほ児童センター（雨天決行）
●内　容　��ゲームや工作コーナーなど催しが盛りだく

さんです。
●参加料　1人 200 円　※�両児童センターで 5 月 10

日（土）まで販売しています。
◇お問い合わせ　ますほ児童センター　☎ 22−4834

お詫びと訂正
　広報 4月号の 3ページの『国民健康保険 70〜
74 歳被保険者の窓口負担の見直し』欄中、表の
中で「昭和 26 年 4月診療分までの窓口自己負担
割合」とあるのは「平成 26 年 4月診療分までの
窓口自己負担割合」また、「昭和 26年 5月診療分
からの窓口自己負担割合」とあるのは「平成 26
年 5月診療分からの窓口自己負担割合」と訂正し、
お詫び申しあげます。

振り込め詐欺にご注意を !!
　「オレオレ詐欺」は不振な電話「嘘」の後にトラブルを解
決する手段としてお金を「要求」してきます。最近では自宅
に現金を受取にきたり、レターパックで送るように指示する
ものもあります。
　「レターパック、ゆうパック、宅配便で現金で送れ」は詐
欺です。
　不審な電話があった場合はお近くの警察署・交番・駐在所
へご連絡ください。

◇お問い合わせ　鰍沢警察署　☎ 22−0110
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3 歳くらいのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

笑顔がかわいい海利くん♪
お兄ちゃん、お姉ちゃんと
仲良く大きく育ってね。

保坂　美
み

遥
はる

ちゃん　6歳（最勝寺）
　ギザあみのカゴ、ポシェット、ティッシュケースを作りました。むずかしかったけど、上手
にできてうれしかったです。家族の人にもほめてもらいました。

幡野　翔
とう
星
し

くん
（ 2歳 8カ月・小林）

父　尚人さん・母　由里さん

遠藤　海
かい
利
り

くん
（ 8カ月・小林）

父　幸雄さん・母　めぐみさん

わんぱく坊主の翔星くん。おてんば娘の柚良ちゃん。
元気いっぱい大きくなってね☆
あんまりケンカしないでね。

幡野　柚
ゆ
良
ら

ちゃん
（ 1歳 1カ月・小林）

父　尚人さん・母　由里さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル
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